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はじめに
2006 年の中央教育審議会答申「今後の教員養成・免
許制度の在り方について」（以下，「中教審 2006 年答申」）
で，教員養成課程の充実のために新たな必修科目として
「教職実践演習」（以下「実践演習」）を導入することが
提言され，2010 年度の入学生から課されることになっ
た．同答申では，実践演習の履修時期は，すべての科目
を履修済み，または履修見込みの時期に設定することが
適当であるとされていることから，九州保健福祉大学教
職課程でも，2010 年度入学の学生が４年次を迎える
2013 年度の後期から開講することになった．ただし，
同答申では，実践演習は，「入学直後からの学生の教職
課程の履修履歴を把握し，それを踏まえて」指導すべき
こととされ，具体的には教職を目指す学生に「教職課程
履修カルテ」の作成が義務づけられている 1）．本学では，
教職課程は１年次から開始されるので，「履修カルテ」
は１年次終了時点から記入させることとしている．
2013 年度から開講された実践演習は，2017 年度で５
年を経過した．実践演習は，教職課程における学びの履
歴を振り返って成果を確認し，課題を見据えさせること
を目的とする．優れた教員を育成するには，履修カルテ
を拠り所に，学習を開始した当初からの学びの経過を絶
えず振り返らせ，最終段階で教師としての成長の軌跡を
確認するとともに，残された課題を自覚するように促す
ことは大切である．しかし，実践演習をどのような形で
実施するのが望ましいのかについてはほとんど議論や研
究が深まらないまま，授業科目の設置が文部科学省によ
「教職実践演習」のカリキュラム開発の成果と課題
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って性急に指示されたことから，準備不足のまま見切り
発車せざるをえなかったことは否めないだろう．その意
味で，実践演習には，これから検討しなければならない
課題も少なくない．中教審 2006 年答申では，実践演習
の具体的な内容については各大学で検討することとされ
ている2）が，準備のための十分な時間的余裕もないまま
スタートしたのが実態ではないか3）．このような事情か
ら，本学における実践演習の取り組みにも，さまざまな
課題が残されていると思われる．そこで，開講後５年を
経過した節目にあたって，これまでの取り組みを振り返
り，成果と課題を明らかにすることが，本稿のねらいで
ある．
なお，本稿では，このねらいを達成するため，2017
年度の受講生が作成したレポート等を参考資料として利
用する．この点については，その旨，受講生に通告して
承諾を得るとともに，九州保健福祉大学倫理委員会の承
認を得ている（受理番号：17-026）．
１　実践演習の授業計画
（1）授業内容の構成と指導法
文部科学省の教職課程認定委員会による「教職実践演
習の実施にあたっての留意事項」（2008 年，以下「留意
事項」）では，実践演習について，演習を中心とすること，
クラスの受講者数を演習科目として適正な規模とするこ
と，これまでの学生の履修履歴を把握し，不足している
知識や技能を補うものとすることといった科目の位置づ
け（特徴）について指摘した上で，具体的な授業の方法
として次のような点が挙げられている．
　
①　役割演技（ロールプレーイング），事例研究，現
地調査（フィールドワーク），模擬授業等も積極的
に取り入れることが望ましいこと
②　学校現場の視点を取り入れる観点から，必要に応
じて，現職の教員又は教員勤務経験者を講師とした
授業を含めること
③　連携先となる教育委員会及び学校を確保すること
や授業計画の立案に当たって，当該教育委員会又は
学校の意見を聞くことが望ましいこと
　
本学の実践演習でも可能な限りこの方針にもとづいて
カリキュラムとシラバスの構成を行った．ただし，本学
では教員免許取得を希望する学生は毎年 20 名程度と少
なく，しかも出身地が県外を含めて多方面にわたること，
また受講生の多くが教職以外にも各種の資格取得を目指
し，教職が必ずしも主たる目的ではないことなどから，
上記のうち③は困難と判断した．また，同じ理由から，
上記①のうち，事例研究および現地調査を設定するのは
困難と判断した．
なお，中教審 2006 年答申によれば，実践演習には，
教員として求められる次の４つの事項を含めることが適
当であるとされている．──①使命感や責任感，教育的
愛情等に関する事項，②社会性や対人関係能力に関する
事項，③幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項，
④教科・保育内容等の指導力に関する事項．他方，先に
触れたように，「留意事項」では，「学校現場の視点を取
り入れる観点から，必要に応じて，現職の教員又は教員
勤務経験者を講師とした授業を含めること」が掲げられ
ている．そこで，本学でも教員経験者による講話を４回
にわたって設定した．ただし，４人の講師にはそれぞれ
「４つの事項」のいずれかを一つずつ割り振っているが，
現実には４つの事項は互いに密接に結びついており，ど
れか一つの事項だけを取り上げて論ずることはむしろ不
自然なことである．そこで，実際の講話では，割り振ら
れた事項に力点を置きながらも，教員としての経験を自
由に語っていただくようお願いした．2017 年度の実績
では，現職の小学校教員，元小学校教員，現職の高校教
員（福祉科担当）および元高校教員（公民科担当）にご
担当いただいた．本学の教職課程は，中学と高校の免許
が取得できるコースとなっているので，教職経験者とし
て中学校教員にも担当していただきたかったが，これま
では実現していない．
実践演習は，教職経験者による講話のほか，受講生に
よる作業を中心として構成されているが，具体的には次
の３つの課題に取り組ませた．
課題１：これまでの学びを振り返って，教師としての
自己像を見極める
課題２：模擬授業によって，授業の力量についての到
達点と課題を明らかにする
課題３：生徒たちとの最初の出会いにおけるコミュニ
ケーションの作法を確認する
課題１は，大学での学びの全体を振り返り，どのよう
に成長したかを見極めた上で，教師としての自己像を明
確にさせるものである．大学での学びのなかには，教職
課程に限らず，すべての授業のほか，教員や友人との交
流などの経験も含めることとした．
課題２では，教育実習で作成した指導案をもとに，他
の受講生を生徒に見立てて，授業の導入，展開の山場，
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または終末（まとめ）のいずれかについて模擬授業を行
わせることとした．この作業では，指導案を提出させる
だけでなく，模擬授業で取り上げる箇所についての授業
シナリオ（教師の発話と生徒の応答）を作成させた．
「留意事項」によれば，実践演習では模擬授業のほか，
役割演技（ロールプレイ）を取り入れることが望ましい
と提言されている．このことに鑑みて，本学の実践演習
では，模擬授業のほかに，「学級開き」のロールプレイ
を取り入れることとした．学校段階の違いにかかわらず，
新年度には担任教員と担当学級の生徒との出会いのため
のセレモニーが行われる．その出会いの場で教師がどの
ように振る舞うかは，その後の教師と生徒の関係性を方
向づけるほどのインパクトを持つので，決して軽視して
よいことではない．このような出会い（顔合わせ）のセ
レモニーは，特に小学校では「学級開き」と称して，教
師はそれぞれに工夫をこらしている．本学の学生が免許
取得を目指す中学や高校では，「学級開き」という名称
で取り組みがなされることはないが，中学・高校でも新
年度の生徒との顔合わせは教師にとって大切にすべきこ
とがらである．このようなことから，本学の実践演習で
も「学級開き」のロールプレイを取り入れた．
（2）授業担当者
実践演習は，本稿の執筆者２名（いずれも教職科目担
当教員）による合同授業として行うこととしている．「留
意事項」によれば，実践演習の担当者（教員組織）とし
て，「教職に関する科目」の担当教員だけでなく，「教科
に関する科目」の担当教員も協力するのが望ましいと指
摘されている．しかし，本学では，上述のように教員免
許以外にも各種の資格が取得できるようになっており，
そのために用意された授業科目の一部が教職課程の「教
科に関する科目」として指定されている．このことから，
「教科に関する科目」の担当教員に実践演習にまで協力
を求めるのは負担が大きすぎると考え，上記のとおり，
教職科目担当の２名で授業を実施することとしている．
ただし，「教科に関する科目」を担当する教員にも実践
演習に参加を求めるべきかどうかは，今後さらに検討す
る必要があるだろう．
２　実践演習の授業内容
以上のような授業計画にもとづいて，実践演習は具体
的には次のような内容で授業を進めた．ここでは，「外
部講師による講話」を除き，受講生に取り組ませた活動
の内容を中心に見ていくこととする．
（1）省察と課題の確認
授業の前段では，「省察と課題の確認」を主題とする
授業を行った．これは，先に示した３つの課題のうち「課
題１」に相当するものである．この主題について，次の
ような課題を「第１回レポート」として課した．
「教職課程履修カルテ」および「教育実習録」をも
とに，教員免許取得に関わるこれまでの自分の学びを
振り返り，下記の点についてポートにまとめよ．
①学びの内容――教職課程だけでなく，他の授業科
目などをも含めて，本学での学びは，教職を目指す観
点からだけでなく，自分の成長にとってどんな意義を
持つ経験であったか．
②学びの成果――教職課程だけでなく，本学での全
体としての学びや経験によって得たものは何か．
③教師としての自己像――本学での学びや経験を通
して，教師という仕事のイメージと教職への志望はど
のように変化したか，自分は教師として必要な資質を
どの程度身に付けたと思うか．
④残された課題――これまでの学びの経験をふま
え，教師を目指す者として，これから（特に卒業まで
の間に）取り組んでいかなければならない（取り組ん
でいきたい）と思う課題は何か．
なお，「省察と課題の確認」は，教職課程での学びを
振り返らせ，残された課題を確認させることが主たるね
らいであり，レポートはそのための準備として作成させ
たものである．授業では，提出されたレポートを授業担
当者の方で整理し，「レポート集」として作成したもの
を受講生全員に配布した．その上で，各自にみずからの
レポートを読み上げる形で発表させ，若干の質疑応答を
行った．レポートは各自で作成したものであり，発表の
時点ではすでに内容が確定しているが，他の受講生の前
でそれを読み上げることは，たんに作成されたレポート
を教員に提出するだけとは異なる意味を持っていたよう
である．ここでは詳しくは触れないが，授業後のコメン
トペーパーに，他の受講生の発表を聞いて今まで知らな
かった一面を知ることができたといった趣旨の記述が散
見されたのは，そのことを示すものといえよう．
他方，実践演習では授業全体の最終段階で，次のよう
な課題を「最終レポート」として課した．
「教職実践演習」で学んだことをふまえて，次の点
についてまとめよ．――(a) 自分にとって授業にはど
11
九州保健福祉大学研究紀要　20： 9〜18，2019
んな意義があったか．(b) 授業に参加するなかで，教
師としての自己の資質を振り返り，どんな長所やよさ
を自覚（再発見）したか．(c) 教師になるためにこれ
から取り組まなければならないと思った課題は何か．
最終レポートは成績評価のための資料として課したも
のであるが，このレポートで設定された３つの課題は，
第１回レポートの４つの課題と対応関係にある．すなわ
ち，最終レポートの課題 (a) は第１回レポートの課題①
と②に対応し，最終レポートの課題 (b) と (c) は第１回
レポートの課題③と④にそれぞれ対応している．したが
って，第１回レポートと最終レポートの記述内容を比較
することによって，実践演習にどのような効果があった
かを推測することができる．具体的にどのような成果が
見られたかは，後で取り上げる．
（2）模擬授業
模擬授業は，先に述べたとおり，教育実習で作成した
学習指導案をもとに，他の受講生を生徒に見立てて，導
入，展開の山場，または終末（まとめ）のいずれかにつ
いて行う内容となっている．一人 10 分程度の長さを目
安に授業シナリオ（教師発話と想定される生徒の応答）
を作成させ，それを読み上げる形で模擬授業を行わせ
た．ただし，シナリオを一方的に読み上げるのではなく，
他の受講生に生徒の役割を担ってもらいながら進める形
にした．学習指導案は教育実習で実際に作成したものを
素材としているので，シナリオとして作成された教師の
発話と生徒の応答は，いずれも実習での経験が元になっ
ているものと思われる．ここでは，こうして作成された
授業シナリオのうち，高校保健および高校体育の２例を
示す（以下，シナリオやレポートからの引用では，明ら
かな誤字・脱字は特に断らずに修正し，言葉の足りない
箇所は〔　〕を付して補足している）． 
〔事例１〕高等学校２年・保健体育（保健）「高齢者のた
めの社会的取り組み」〈導入〉
教師：授業を始めます．号令，お願いします．
生徒（学級委員長）：起立，礼．お願いします．
生徒：（一斉に）お願いします．
教師：お願いします．では，教科書を開く前に，前回
〔勉強〕した内容を少し復習していきます．
80 歳で 20 本以上の歯を残そうとする運動を，な
んと言うでしょう？
生徒：8020 運動です．
教師：正解です！　次の問題です．中高年にみられる，
骨がスカスカになる症状をなんと言う？
生徒：骨粗鬆症です．
教師：正解です！　では最後に，前回の僕の授業，分
かりやすかったって思う人？
生徒：（一斉に挙手）
教師：はい．ありがとうございます．
教師：この授業の最後に，隣同士でペアになって，僕
が言うテーマを隣の人に説明してもらうので，大切
だなと思うところはメモしといてください．
では，みなさんに質問です．いま，日本は少子高
齢化といわれていますが，2050 年ごろには国民の
何人に１人が 65 歳以上になっていると思います
か？（少し考えさせる）
15 人に１人だと思う人？（挙手）  10 人に１人だ
と思う人？（挙手） ３人に１人だと思う人？（挙手）
正解は，３人に１人になるといわれています．この
クラスは 37 人なので，約 12 人はおじいちゃん，お
ばあちゃんってことになりますね．（高齢者の説明）．
国の人口における高齢者の割合が 7％だと「高齢
化社会」，14％だと「高齢社会」，21％だと「超高齢
社会」といわれています．（黒板に貼っていく）
では，また問題です．現在，日本はこの３つの中
のどれに該当すると思いますか？（挙手）
正解は，「超高齢社会」です．いま，日本の高齢
化の速さは世界一だともいわれています．ちなみに
平均寿命も世界一だといわれています．
では，何故，日本の高齢化の速さは世界一だと思
いますか．平均寿命が世界一というのも踏まえて，
周りの人と話し合ってみてください．
生徒：（話し合う）
教師：（机間巡視を行う）
教師：では，発表してくれる人？（挙手）
生徒：〇〇だと思います．
教師：（黒板に書いていく．生徒の意見を考察していく）
発表してくれた人，ありがとうございます．
では，教科書のほうに入っていきます．76 ペー
ジを開いてください．
（展開へ）
〔事例２〕高等学校２年・保健体育（体育）「柔道（柔道
の礼法や基本動作を身に着ける）」〈展開－冒頭〉
教師：今日から新しい内容に入っていきます．今日，
皆さんに学んでもらうことは，「柔道の礼法や基本
動作を身に着ける」についてです．柔道では試合の
始めと終わりに必ず礼法を行います．それぞれの動
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きに順序や細かい手の位置，礼の角度があるので，
きちんと把握しましょう．
それでは，まず質問です．なぜ柔道では，礼法が
必要なのでしょうか？
生徒 A：相手をつかむからです．
教師：あらあら，A 君，それがあるから必要なこと
があるはずですよ．
生徒 B：試合の始まりと終わりで，相手に敬意を払う
姿勢をみせるためです．
教師：そうですね．ここで A 君が言ったことにも関連
がありますが，柔道では相手と組み，技を掛け合い，
勝敗を決めます．また，柔道は国技でもあるため，
日本人の文化の中に礼法があるということも含まれ
ています．試合の始まりと終わりには，必ず，皆さ
んもこれから学ぶ礼法を活かしてください．
生徒：なるほど～．
教師：それでは，まず正座の座り方，正座からの立ち
方を，一緒にやっていきましょう．みんなは両手間
隔で広がって下さい．
生徒：おーう．
教師：では，まず座り方からやっていきます．柔道で
は正座をするとき，まず左膝を地面につきます．次
に右膝をついて，足の裏にお尻を落として，正座し
ます．正座をしているときは，背筋を伸ばし，胸を
張って下さい．
生徒：へ～．
（展開中盤へ）
（3）学級開きのロールプレイ
すでに述べたように，本授業では模擬授業のほか学級
開きのロールプレイを行った．これも模擬授業と同様，
シナリオを作成させ，それを読み上げる形で模擬演技を
行わせた．以下に，作成されたシナリオを２例，示す．
〔事例１〕高校１年対象
今日からこのクラスを担当します，〇〇です．担当
教科は，公民科です．皆さんと一緒に楽しく学んでい
きたいと思います！  よろしくお願いします．
では，簡単な自己紹介をしたいと思います．出身は
〇〇県で，高校は〇〇高校，大学は〇〇大学です．小
学校から高校まではずっと吹奏楽部に所属していまし
た．
趣味は音楽を聴くこと，旅行に行くことです．音楽
はクラシックや K-POP，洋楽をよく聴きます．旅行
は韓国に行くことが大好きです．韓国は，交換留学生
としてホームステイに行ったことをきっかけに，好き
になりました．
教員になったきっかけは，教育実習です．楽しいこ
とや嬉しいこと，苦しいことを生徒と共有し合えるよ
うな先生になりたいです．
今日からの１年間，元気いっぱいの学校生活にして
いきましょう！
では，６つの班を作って自己紹介をしてもらおうと
思います．班を作ってください．自己紹介の内容は次
の４つにしたいと思います．1．名前，2．出身校，3．
趣味，4．自由に一言――です．では，各班，廊下側
の前の席に座っている人から時計回りに始めて下さ
い．
〔事例２〕高校１年対象
本日から１年○組の担任をさせていただくことにな
りました，〇〇です．担当教科は保健体育です．授業
やクラスでの関わりを通して，保健体育に関すること
はもちろんのこと，先生がこれまで体験してきたこと
などを伝え，１年後，皆さんが１年○組でよかったと
思えるような１年間にしていきたいと思うので，よろ
しくお願いします．
まずは，簡単に先生の自己紹介をさせていただきま
す．先生は，〇〇県出身の〇歳です．小学校４年生の
ときの担任の先生に憧れ，教員を目指してきました．
それから高校，大学と進学したわけですが，体育の教
員を目指していたにもかかわらず，スポーツの大会な
どで特に秀でた結果を残すことはできませんでした．
しかし，大学生の頃に学生スポーツトレーナーという
形でスポーツに関わり続け，他の高校の先生方とは少
し違ったアプローチではありましたが，何とか教員に
なりたいという夢を叶えることができました．
このように，一見，実現が難しそうに思えることで
も，目標に対する気持ちと行動力があれば，いつか達
成することが出来ると先生は考えています．
今，皆さんははっきりとした将来の目標がある人，
いくつかの選択肢で悩んでいる人，まだ目標がはっき
りしていない人など様々であると思います．これから
の高校生活，楽しいことや苦しいことなど様々なこと
に直面していくと思いますが，クラスメイトや保護者
の方々，そして先生や他の先生方と協力しながら，失
敗を恐れず，様々なことにチャレンジしていきましょ
う．
では，１年○組のメンバーとして，最初のチャレン
ジです．クラスが決まったばかりで，恥ずかしい気持
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ちもあると思いますが，隣の人に自己紹介をしてみま
しょう．名前，出身中学校，入部希望の部活動の３点
は必ず言うようにしてください．余った時間は何を話
してもかまいません．時間は一人１分です．
それでは，向かい合って，よーい，スタート！
（生徒たちは互いに自己紹介）
では，続いて４人１組になってください．先ほど自
己紹介をしてもらった友達の紹介，他己紹介をしまし
ょう．
３　授業の成果と今後の課題
以上のような計画と内容で取り組んだ「教職実践演習」
は，どのような成果をもたらし，どのような課題が残さ
れているだろうか．ここでは，第１に，省察と課題の確
認のレポートの作成と発表，模擬授業および学級開きの
ロールプレイを通して，受講生が何を学んだか，第２に，
ベテラン教師の講話から何を学んだかを中心に整理する
こととする．前者は，みずからの学びを振り返り，ある
いは他の受講生との交流を通してどのような成果が得ら
れたかを明らかにするものである．後者は，講話を聴講
するスタイルであったとはいえ，現に教員として活躍し
ている方，または教員としての豊かな経験を有している
方の講話から，受講生がどのようなメッセージを受け取
ったかを明らかにするものである．
（1）主体的な活動を通して学んだ成果
すでに触れたように，本授業では，①「省察と課題の
確認」のレポートを作成し発表する活動，②教育実習で
作成した指導案をもとに，新たに授業シナリオを作成し
て模擬授業を行う活動，そして③「学級開き」のロール
プレイを行う活動――という３つの活動によって受講生
は主体的に授業に参加するよう促された．これらはいず
れも，「省察と課題の確認」を含めて，受講生が個別に
レポートを作成するだけでなく，それをもとに他の受講
生に向けて発表するという形で能動的な活動を行うもの
である．これら３つの作業課題のうち，①の「省察と課
題の確認」は，大学入学以来，実践演習を受講するに至
るまでに取り組んだ学びや活動，人との出会いなどの経
験を，教師としての自己像という視点から振り返らせる
もので，レポートを作成する過程で教職に向けた学びの
軌跡を振り返り，教師として必要などんな資質を身に付
けたか，これから取り組むべきどんな課題が残されてい
るかを，自分なりに省察することが期待された．②の模
擬授業では，教育実習で作成した指導案をもとにしなが
ら，発表に向けて授業シナリオを作成することを通して，
実習で授業実践に取り組んだ自己の姿を想起し，そこで
見出した成果や課題を改めて振り返ったであろう．そし
て，③の学級開きのロールプレイでは，指導案に相当す
るものはないとしても，シナリオを作成する作業を通し
て，教育実習での生徒との出会いについて改めて振り返
ったものと思われる．こうしたことが受講生自身にはど
のように自覚されているだろうか．
これもすでに触れたように，「省察と課題の確認」を
まとめさせた「第１回レポート」と，授業全体に関わる
「最終レポート」では，両者共通に，①「教師としての
自己像」，および②「残された課題」を整理することが
課題として設定されている．そこで，第１回レポートの
記述と最終レポートの記述を比較することで，実践演習
によってどのような学びの成果が得られたと自覚されて
いるかを，ある程度，把握することができる．ただし，
最終レポートでは，実践演習を受講して，学んだことは
何か，教師としての自己像について改めて確認したこと，
再発見したことは何か，課題として見えてきたことは何
かをまとめさせるという課題設定としている．このよう
に，実践演習の履修によってどのような成果が得られた
かを問うという明確な課題設定とはなっていなかったの
で，受講生のレポートも授業の成果を必ずしも明確に示
すものとはなっていない．
このような事情から，「教師としての自己像」および「残
された課題」のいずれについても，授業開始当初の第１
回レポートと最終レポートとであまり区別のない内容を
記載したものが散見された．その一方で，〈ア〉模擬授
業または学級開きのロールプレイを通して学んだこと
や，課題として自覚が深まったことを指摘した記述，あ
るいは，〈イ〉特にどの活動を通してとは明記していな
いものの，明らかに授業全体を通して学んだこと，課題
として自覚したことを記述したものが見られた．
まず，〈ア〉のケースとしては，次のような記述がみ
られる．
①　模擬授業，学級開きシナリオを通して，感じた
こと，再発見したことは，板書の見やすさや字を書く
速さが良かったことと，自信を持って大きな声で発表
できたことです．
教員になるためにこれから取り組まなければならな
い課題は，話すテンポやクラスの空気感（惹きつける
力）です．私は，説明をする際に，早口になってしま
う癖があり，通じないことがあるので，ゆっくり，そ
して丁寧な説明ができるよう，普段から意識していき
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ます．クラスの空気感（惹きつける力）では，私が話
している時に，〔生徒から〕話し声が聞こえてくるこ
とが多々あります．そういった時に，しっかり，注意
することが私には欠けていると，教育実習や「教職実
践演習」の模擬授業，学級開きシナリオで強く感じま
した．（中略）また，模擬授業，学級開きシナリオを
通して，自分では，上手く出来たと感じていても，周
りの反応や意見を聞くと，もう少し，一人ひとりの顔
を見て話した方が良かったという意見がありました．
また，説明が足りないことで，話が理解してもらえな
いこともあったので，そういった部分も改善していき
ます．
②　教職実践演習を通して見つけた自分の中での最
大の課題は，教員を目指すものとしての意識改革の必
要性である．模擬授業では授業実践の中で自分の実力
不足を実感し，講話では足りないものの再確認ととも
に，物事の新たな見方を教えていただく部分が多々あ
った．このように課題が見つかるのはあたりまえのこ
とである．しかし，自分の場合は課題発見後の行いが
悪く，課題を克服しよう，教えていただいたことを自
分の能力に変えようという働きかけが甘かった．（中
略）しかし，このことに気付けたということが，教職
実践演習が４年間の教職課程の最後にあることの意義
であると思うので，〔卒業後の〕４月までに意識改革
をして，少しでも良い状態で教育現場に出られるよう
に努力したい．
③　模擬授業を通して，場を鎮めることや発問を作
ることなど，授業を成立させることができるのは分か
りましたが，生徒との関わりが乏しいことも同時にわ
かりました．今，私が行っている授業は，教員側の自
己満足の授業になっていることに気づかされました．
その他にも模擬授業で気づいたこととして，自分の
行った単元以外は何も分からないということがわかり
ました．教材研究も進めていかなければ４月から大変
になると思うので，少しずつ進めていきたいと思いま
す．
④　教員としての自己像として確認・発見したこと
は，教育実習時に人前で話すことの緊張や抵抗は以前
よりも少なくはなった〔ことだ〕．しかし，人前で話
す時にいつもではないが，恥ずかしくなる自分がまだ
いることが，今回の模擬授業を通じて発見することが
できた．
模擬授業は，すでに教育実習で行った授業実践の再現
であるが，実習では恐らく授業の流れや生徒の反応など
に神経を集中させながら，夢中で取り組んだことだろ
う．そして，授業実践が終了した時点で，もっとこうす
ればよかったなどと多々反省したことと思われる．上に
示した受講生の感想は，そうした実習での思いを背景と
して出てきたものであろう．それでもなお，よく知って
いる仲間を生徒に見立て，しかもあらかじめ作成したシ
ナリオにもとづいてわずか 10 分程度の模擬授業を行っ
たにすぎないにもかかわらず，模擬授業を通して改めて
気づいたり，自覚したり，再発見したりしたことが少な
からずあることが，ここには示されている．
他方，〈イ〉のケースとしては，次のような記述が見
られた．授業全体を通して抱いた感想としては，教職に
ついての認識が深まったというような一般的なことがら
を記述したものが少なくないが，ここでは特に自分に引
きつけて気づいたことや発見したことに触れた記述を取
り上げる．
⑤　教育実習では，他の教育実習生と自分の違いな
どを比較した際に感じたこと，思ったことは少なかっ
たが，この〔実践演習の〕授業での発表では多くの事
を感じた．その中でも生徒に対して何かを教える，伝
えるときは，一人ひとりの生徒や相手によって伝え方
を少し変えることや，工夫することで結果が大きく変
わるということを（中略），他の人の発表も聞いて再
確認することができた．
〔実習では〕自分は与えられた仕事をしたつもりだ
ったが，その仕事＋αをする事が課題として見えてき
た．この教職実践演習でも，与えられた発表内容だけ
をしていた．しかし，その与えられた課題に少し何か
を加えること（＋α）で，その内容がもっと濃いもの
にすることができる〔と思った〕．
⑥　本授業において，再度，私の性格を自覚するこ
とが出来た．私は心配性で，私の説明で〔生徒に見立
てた仲間の〕学生がしっかりと理解できているのかと
ても不安になる．そのため，一つひとつの言葉を分か
りやすい言葉に変換したり，日常の中の具体的なこと
に置き換えて説明することが多くあった．それは，学
生〔生徒〕が理解をするという点から見たら良いこと
だと思う．しかし，〔私は生徒にとって〕悩みを相談
しやすい先生には見えないのではないかと感じた．（中
略）本授業を通して，現段階では，私は真面目で信頼
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できる教員にはなれても，相談事を出来るような〔生
徒と〕仲の良い教員にはなることが出来ないのではな
いかと感じることが出来た．
本授業を受けることで，私が今後，教員となるため
に身に付けなくてはならないことが複数見えてきた．
中でも最も強く感じたのは，授業を受ける生徒が飽き
ない授業の展開を行う事だ．
⑦　〔実践演習の〕授業に参加する中で，自己の資
質を振り返り，自分自身，生徒から親しみやすいとい
う良さ〔を持っていること〕を自覚した．（中略）今後，
教員になるかは分からないが，今後も親しみやすさを
意識し，継続させていきたい．
⑧　〔実践演習の〕授業に参加する中で，教員の魅
力や必要とされる資質を見出すことができました．そ
の中で，自分には教員としての職務を全うできないと
感じました．その理由としては，教育実習を通して教
員の仕事内容やイメージが自分の本当にやりたいこと
とは異なってい〔ると思っ〕たからです．
教員になるかならないにしろ，教員に求められる資
質は社会人としても必要になってくるものだと思いま
す．（中略）最終的に，私は教員になるつもりはあり
ませんが，教職の授業で学んだことについては，これ
からの人生に活かしていこうと考えています．
⑨　この講義を通して教員としての自己像について
改めて再発見したこととしては，人に何かを教える，
伝えようとすることにやりがいを感じることができる
自分がいることです．教員は生徒の前に立ち，授業を
行うことが主な仕事になると思いますが，そこにやり
がいや楽しさを感じることができるのは，教員として
の〔自分の〕長所ではないかと思います．
上記の５名のなかには，教師としての自分の長所を自
覚したり（⑦），課題を見据えたり（⑤⑥），可能性に改
めて気づいたり（⑨）したことを記したものがいる．そ
の一方で，授業を通して教職が自分に向いていないとい
う自覚を深めたことを記述したもの（⑧）がいる．この
受講生は，第１回レポート（省察と課題の確認）ですで
に，自分は教師に向いていないと書いていた．そして，
最終レポートでも，この点を改めて強調している．それ
でも，教員になるかどうかにかかわらず，「教員に求め
られる資質は社会人としても必要になってくる」もので
あり，自分は教員になるつもりはないが，「教職の授業
で学んだことについては，これからの人生に活かしてい
こうと考えて」いると書いている．実際問題として，教
職課程で必要な単位を修得し，免許を授与されたとして
も，教職に就くことは容易ではない．その意味で，この
受講生のような受け止め方は，教師としての自己の資質
に見切りをつけながら，それでも最後まで教職課程を学
び続けたことに意義を見出そうとするものとして，注目
してよいだろう．
以上のほか，授業全体を通して学んだこととか，模擬
授業を通して気づいたこととかを記述したものではない
が，福祉の知識を活かして教師の道を目指したいという
思いを記述したものがいる．この受講生は，授業冒頭の
第１回レポート（省察と課題の確認）で，自分は教職と
いう仕事をこなせるのかどうか不安だったが，大学で福
祉を学ぶなかで，「福祉の心」をもった教師として働い
てみたいという気持ちを強く持つようになったと述べて
いる．そして，最終レポートでも，繰り返し福祉に言及
し，次のように記述している．
⑩　自分がなりたい教員とは，ここで学んだ福祉の
知識を活かしたコミュニケーション能力に長けている
教員である．〔これからは〕教員が現場で働く中での
具体的な福祉の課題についてまとめ，その問題に対処
していけることも一つの大きな課題であり，〔自分は，
そうした〕自分ならではの教員像へと進歩していける
と思います．
社会福祉学部に教職課程が置かれている本学では，教
員免許を目指すものも福祉について学ぶことがベースと
なっている．福祉を教育と結びつけることは，今日，特
に重要な課題の一つとなっている．それはただ，子ども
の貧困などを背景に，福祉に関わる問題が学校でさまざ
まに生じているからだけではない．教育福祉問題につい
て研究を重ねてきた小川利夫（1985）はかつて，「子ど
もを守るとは，子どもの人権としての福祉と教育の権利
を守ることである」と述べたうえで，「実際には福祉の
名において子どもの学習と教育への権利は軽視ないし無
視され，教育の名において子どもの福祉は忘れさられて
いる」と，教育と福祉が分断されている現状を厳しく批
判していた．小川がこのような指摘を行ったのは 30 年
以上も前のことであるが，今日でもこうした批判はなお
妥当するというのが実情ではないだろうか．
もちろん，上に示した受講生の意見は，小川のいうよ
うな視点から発言されたものというわけではない．たま
たま社会福祉を学ぶ学部で教員免許の取得を目指す立場
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から出てきた意見だろうと考えられるが，それでも社会
福祉を学ぶことをベースにしながら教員免許の取得を目
指すことができるという条件を積極的に活用すること
に，われわれの目を向けさせるものとして，貴重な意見
といってよいだろう．
（2）教員経験者の講話から学んだ成果
外部講師による講話は４回にわたって設定した．いず
れも講師の講話を聴講するというスタイルであったが，
教員としての豊かな経験を有する講師の講話は，模擬授
業などにみずから取り組んだ経験とはまた違った意味
で，受講生に大きな印象を与えたようだ．ここでは，現
職の小学校教員の講話に対する感想文から，いくつかを
示しておきたい．
①　子どもたちの関係を良好なものにするために，
教師がどう関わるかを考えさせられました．個人に周
囲の人が与える影響は大きく，個人が周囲の人に与え
る影響も大きいという，人と人との関係を作る働きか
けができるようになりたいと思いました．成長の過程
を考えながらさまざまな取り組みをすることが大切だ
と思いました．｢ いい出会いによって支えられる子ど
もは立派に成長する ｣ という言葉が印象的でした．
②　周りの関わり，特に先生という職はその生徒の
将来に大きく影響することが講演〔講話〕で分かりま
した．先生が生徒を突き放すと周りの生徒も一人の子
を突き放す．先生が周りとの相互関係を良くする取り
組みを行えば，生徒はそれに応える．そういう点から
教師は大事な仕事（職）になることが理解できた．一
人一人の生徒をみて，何が得意〔か〕，苦手〔か〕を
観察し，それをどのように活かすかということが大
事！　そして，（中略）傾聴は大事なスキルになると
改めて感じた．
③　どのような生徒であっても話を聞き，心からの
声に耳を傾けることで，何をしたら良いか〔を〕明確
にすることができると感じました．このようなことか
ら傾聴という行為の大切さを学びました．（中略）様々
な人間関係の形成の方法があり，方法によっては，一
人の為に動いているような働きかけでも，クラスメイ
トそれぞれの成長につながる働きかけとなるのだと感
じました．
④　先生が中心となって先導していくのではなく，
後ろから背中を押してあげるくらいがいいなと感じ
た．何か策をゼロから考えるのではなく，子どもたち
の流行やきっかけに乗っかり，新しい流れをつくって
あげる．これは新任には難しいなぁ，こういう手助け
ができるようになるとベテランだなぁ，と思った．自
尊感情の高め方は個人個人違うから，コミュニケーシ
ョンの中で探してサポートしてあげ，成長させていく
という，難しさとおもしろさを学んだ．
先に見たように，模擬授業などみずから主体的に活動
に取り組むことが，教師としての自己認識を深めること
に資するものとなっていることは確かである．その一方
で，豊かな経験を有する教員による講話を聴講すること
は，それとはまた違った意義を有するものであることが，
受講生たちの感想文には示されているといえよう．
（3）今後の課題
以上に見てきたことから，本学教職課程における実践
演習の取り組みは，それなりに成果をもたらしていると
いってよいだろう．その反面で，これまでの考察を通し
て，いくつかの課題も見えてきた．
一つは，先に指摘したとおり，本学の教職課程が社会
福祉の学習をベースとする利点をどう活かすかという課
題である．教育と福祉の関連をどうとらえるかについて
は，今日でもなお共通理解が成立しているとはいいがた
い．先に見たように，福祉に言及した受講生は，「福祉
の知識を活かしたコミュニケーション能力に長けている
教員」が自分の目指す教師像である旨のことを述べてい
た．これが小川のいう「子どもの人権としての福祉と教
育の権利を守る」という趣旨を含意するものかどうかは
定かではないが，福祉の学習と結びつけて教師としての
あり方を模索しようとする姿勢は大切なことといってよ
いだろう．本学でも，教職課程を担当する教員や，社会
福祉関係の授業を担当する教員が，折に触れてこのよう
な視点に学生の目を向けさせる働きかけをしていること
と思われるが，これをもっと積極的に位置づけることが
今後の課題として重視されてよいのではないだろうか．
現行の教職課程では福祉関係の科目は「教科に関する科
目」として位置づけられているにすぎない．これを何ら
かの形で「教職に関する科目」のなかにも取り入れるこ
とが，特に本学における教職課程で積極的に取り組むべ
き課題として考えられてよいだろう．
もう一つは，実践演習のあり方そのものに関わる課題
である．実践演習の導入を提言した中教審 2006 年答申
では，「学生はこの科目の履修を通じて，将来，教員に
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なる上で，自己にとって何が問題であるかを自覚し，必
要に応じて不足している知識や技能等を補い，その定着
を図ることにより，教職生活を円滑にスタートできるよ
うになることが期待される」と述べている．しかし，実
践演習は４年次後期に設定するのが望ましいとされてい
るから，この授業の履修を通して自己の課題についての
自覚が深まった時点で，卒業までに残された時間は限ら
れていることになる．そのわずかな時間で，不足してい
る知識や技能等を補い，その定着を図ることは，どうす
れば可能だというのだろうか．このように考えると，実
践演習で自己の課題を明らかにし，卒業までの間にその
課題の解決に取り組むように促すのは，およそ現実的と
はいえない．だから，実際には，履修カルテにその都度
記入しながら，それまでの学びを振り返る過程で課題を
自覚し，その解決に早い段階から取り組むように指導す
ることが，現実的なあり方といえよう．したがって，こ
れは中教審の答申にかかわらず，各大学の教職課程で取
り組むべき課題であり，本学でも例外ではない．しかし，
本学では，先に触れたように，教員免許以外にも各種の
資格を取得することができるようになっており，複数の
資格取得を目指す学生が少なくない．しかも，そうした
学生は多くの場合，教職を目指すかどうかが未確定なま
ま，教職課程で学んでいるケースが多いように見受けら
れる．そうした学生に対して，教師としての自己像を的
確に把握させ，取り組むべき課題を早めに自覚させるに
はどうしたらよいか，それが検討すべきもう一つの課題
として残されている．
おわりに
以上の考察によって，本学教職課程における実践演習
の取り組みのあり方は，概ね妥当なものであると結論し
てよいだろう．すぐ上で指摘した課題も，実践演習を含
む教職課程をより充実させるために取り組むことが期待
されることであって，実践演習の現状に問題があること
を示すものではない．
ただ，それにしても，これもすぐ上で指摘したように，
多種の資格が取得できる本学では，教員免許の取得もそ
うした各種資格の一つとしてとらえられ，教職を必ずし
も第一目標として決定しないままに教員免許取得を目指
すため，学生の側の取り組み姿勢にもあいまいなところ
が見られることは否定できない．
先に見たように，福祉の知識を活用した教員のあり方
を理想として指摘する受講生がいた．他方で，教員に求
められる資質は，社会人としても求められることを指摘
する意見があった（「主体的な活動をとおして学んだ成
果」で取り上げた⑧の学生）．これは，本学に即してい
えば，福祉の知識を活用した教員のあり方を目指す学生
の意見とは逆に，社会福祉に携わる職業人にとって教職
課程（少なくとも教育学関係科目）の学びが意味を持つ
ことを指摘するものとして受け止めることができるだろ
う．社会福祉学部の現行のカリキュラムでは，すでに教
職関係科目のいくつかが選択科目として組み込まれてい
る．これらは選択科目であるが，当初から福祉関係の資
格取得のみを目指す学生にも，積極的に受講するよう奨
励する措置がとられてもよいかもしれない．
註
1） 教育職員免許法施行規則（1954 年制定，2016 年最
終改正）第 6 条第 1 項付表の備考 11 で，次のように
規定されている．「教職実践演習は，当該演習を履修
する者の教科に関する科目及び教職に関する科目の履
修状況を踏まえ，教員として必要な知識技能を修得し
たことを確認するものとする（以下略）」．
2） 中教審 2006 年答申では，実践演習に含めるのが望
ましい「教員として求められる」４つの事項を列記し
た上で，「これらの項目を授業科目の中でどのように
構成し，実施するかは，基本的に各大学の判断に委ね
られるものである」と述べている．
3） 本来は，実践演習の導入に当たって，当該大学教職
課程が目指す教員像を明確にするとともに，学生の実
態に応じて，具体的なカリキュラムや指導法の開発を
行うことが求められており，そのような取り組みを行
った大学も少なくない．例えば，秋田大学教育文化学
部の取り組み（姫野完治ほか 2011）などは，そうし
た意味での優れた事例といえよう．
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